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２乗に比例する関数

年 組 番 名前

● 例題１ ●

底面の１辺がχ㎝で高さ

が３㎝の正四角柱の体積 ３㎝

をｙ㎝３とするとき、と

もなって変わる量χ、ｙ χ㎝
の対応表を完成しなさい。 χ㎝

また、ｙをχの式で表し

なさい。

χ ０ １ ２ ３ ４ ５

ｙ ０ ３ １２ ２７ ４８ ７５

体積＝底面積×高さ

＝４×４×３

＝４８

答 ｙ＝３χ２

問１ 次のともなって変わる量 χ、ｙ の対応表

を完成しなさい。また、ｙをχの式で表しな

さい。

（１）１辺がχ㎝の正方形の面積をｙ㎝２とする。

χ ０ １ ２ ３ ４ ５

ｙ ０ １ ４ ９ １６ ２５

正方形の面積＝１辺×１辺

よって、 ｙ＝χ×χ

＝χ２

答 ｙ＝χ２

（２） 底面の半径がχ㎝、高さが６㎝の円すい

の体積をｙ㎝３とする。ただし、円周率は

πとする。

χ ０ １ ２ ３ …

ｙ ０ ２π ８π １８π …

円すいの体積＝半径×半径×π×高さ÷３

よって ｙ＝χ×χ×π×６÷３

＝２πχ２

答 ｙ＝２πχ２

● 例題２ ●

ｙはχの２乗に比例し、χ＝２のとき、

ｙ＝１６です。このとき、ｙをχの式で

表しなさい。

ｙはχの２乗に比例するので、式はｙ＝ａχ２

の形で表される。

χ＝２、ｙ＝１６を代入すると

１６＝ａ×２２

ａ＝４

答 ｙ＝４χ２

問２ 次の（１）～（３）について、ｙをχの

式で表しなさい。

（１）ｙはχの２乗に比例し、χ＝３のとき

ｙ＝１８である。

ｙはχの２乗に比例するので、式はｙ＝ａχ２

の形で表される。

χ＝３、ｙ＝１８を代入すると

１８＝ａ×３２

ａ＝２ 答 ｙ＝２χ２

（２）ｙはχの２乗に比例し、χ＝４のとき

ｙ＝－４８である。

ｙはχの２乗に比例するので、式はｙ＝ａχ２

の形で表される。

χ＝４、ｙ＝－４８を代入すると

－４８＝ａ×４２

ａ＝－３ 答 ｙ＝－３χ２

（３）ｙはχの２乗に比例し、χ＝－２のとき

ｙ＝２０である。

ｙはχの２乗に比例するので、式はｙ＝ａχ２

の形で表される。

χ＝－２、ｙ＝２０を代入すると

２０＝ａ×（－２）２

ａ＝５ 答 ｙ＝５χ２


